
次期戦略に向けた基本的な考え方に関して検討すべき事項 資料３
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〔重点戦略プロジェクト〕 総合戦略の中核となる施策群

〔基本戦略〕 ５つの柱に沿った総合的な人口減少対策の方向性を提示

1.子どもを生み育てたいという希望をかなえる

2.住み続けたいと思える生活環境を整える

3.食や観光をはじめとする力強い産業と雇用の場をつくる

4.北海道らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す

5.多様性を活かし、北海道らしい連携により地域を形づくる

〔地域戦略〕 振興局が中心となって進める広域的な施策の方向性を提示
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〔重点戦略プロジェクト〕 ・・・絞り込みが必要

•道民へのわかりやすいメッセージとして発信。

•総花的な取組ではなく、メリハリを付ける。

〔基本戦略〕 ・・・ある程度の網羅的記載が必要
５つの柱に沿った総合的な人口減少対策を継続

1.少子化対策（ひと：自然減対策）

2.生活環境の整備（まちづくり）

3.食と観光を中心とした産業振興（しごと）

4.人の呼び込み・呼び戻し（ひと：社会減対策）

5.多様な主体が一体となった地域連携（地域づくり）

〔地域戦略〕 ・・・市町村との連携を更に密にし、取組を推進
振興局が中心となって進める広域的な施策の方向性を提示

北海道創生協議会に検証ＷＧを設置し、しっかりと検証した上で、

今年度末までに第２期戦略を策定 （２定代表質問）

めざす姿

幅広い世代が集い、つながり、

心豊かに暮らせる包容力のある北海道

取組の基本方向

〔１〕 広大な土地と恵まれた環境の中、安心して子どもを育み、

道民一人ひとりの個性に応じた活躍の場をつくる

〔２〕 個性的な自然・歴史・文化・産業等を有する多様な地域において、

将来にわたり安心して暮らし続けることのできる生活の場をつくる

〔３〕 豊かな自然や高い食料供給力など多様な資源を活かし、

力強い経済と、生き生きと働くことのできる就業の場をつくる

これまでの取組を土台として、長期的な視点に立って、
切れ目なく、粘り強く取り組んでいくことが重要
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推進期間

５年間
（平成27年度～平成31年度）

めざす姿 取組の基本方向 については、現行戦略から継承

推進期間 は、５年間 を維持

更なる
重点化

新たな
視 点

構成 は、 重点戦略プロジェクト 基本戦略 地域戦略 を維持

更なる重点化
新たな視点

関係人口、Society 5.0、

外国人材、SDGｓ など

絞り込み、メリハリ、わかりやすい発信

推進管理

人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ

※国・市町村と同期、

一体的な取組

の将来展望については、時点修正（大きな変更なし）

令和２年度

～令和６年度

▶ＫＰＩによる継続したＰＤＣＡサイクルの確立
▶ 「北海道創生協議会」を通じた官民連携による戦略の推進


